
DC電源内蔵 商用電源直結形

DC電源内蔵 既設安定器接続形

DC電源非内蔵 DC入力形

JIS C 8159-1：2013
一般照明用GX16t-5口金付直管LEDランプ－　第1部：安全仕様
　LED制御装置を内蔵しない、GX16t-5口金付直管LEDランプの安全性について規定
JIS C 8159-2：2013
一般照明用GX16t-5口金付直管LEDランプ－　第2部：性能要求事項
　LED制御装置を内蔵しない、GX16t-5口金付直管LEDランプの性能要求事項について規定

（1）（一社）日本照明工業会規格JEL 801（注）又はJEL 802に適合する直管LEDランプ専用器具は技術基準に適合する。
（従来の蛍光ランプと物理的ないしは電気的互換性がないために安全性が確保できている）
※JEL 801:L形ピン口金GX16t-5付直管LEDランプシステム、JEL 802:くぼみ形コンタクト口金R4付直管LEDランプシステム

直管LEDランプ専用器具の電気用品安全法の適合可否について（お知らせ）
電気用品安全法技術基準に適合しているか否かは下記（1）、（2）の判断となります。■電気用品安全法技術基準への適合可否について

※本件に関し、電気安全環境研究所（JET）では、以前よりG13口金などを使用し従来光源との互換性のあるLEDランプ、LED電灯器具のうち、誤接続による危険を防止する機能の無いものについては技術基
準に不適合と考え、S-JET認証等を実施していません。誤接続の危険性の有無及び取り付け・取り外しができない構造などについては、JETに技術相談又は依頼試験によりご確認されることをお勧めします。

直管LEDランプに交換する場合、
組合せによっては事故に繋がる危険性があります。

※さまざまな種類の直管LEDランプが、蛍光灯照明器具に取付く為

直管LEDランプの取付方法に関する調査結果
［東京くらしWEB］

照明器具による事故防止について（注意喚起）
［NITE（製品評価技術基盤機構）］

電気用品安全法の改正政省令施行について
［経済産業省 製品安全課］ 

http://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/anzen/test/led_press.html

http://www.nite.go.jp/jiko/chuikanki/press/2012fy/120719_1.html

http://www.meti.go.jp/policy/consumer/seian/denan/act_history.html

間違った組合せの使用により、市場でも不具合が発生しています。照明器具の焦げや焼損などの事故は、火災を
招く恐れがあります。又、東京都で「直管LEDランプの取付方法に関する調査」を行い、組合せ試験で不具合を
確認し、直管LEDランプ使用時の注意喚起を行っています。

◎その他にもNITE（製品評価技術基盤機構）や経済産業省製品安全課からも下記のホームページで注意喚起されていますのでご確認ください。

蛍光ランプ LEDランプ

（2）G13など従来の直管蛍光ランプが取り付けられるソケットを持ち、そのソケットから給電する直管LEDランプ専用器具のうち、
使用者がランプを取り付け、取り外しできるものは、安全性の確認がとれない限り電気用品安全法に不適合とする。

分類 口金・給電方法 電安法技術基準
別表第八1（2）ラ

直管LEDランプ
専用器具

G13口金で保持。保持部から給電する。
※使用者がランプを取り付け、取り外しできるもの。 不適合の恐れあり

110W蛍光ランプ用R17d口金で保持。保持部から給電する。
※使用者がランプを取り付け、取り外しできるもの。 不適合の恐れあり

GX16t-5口金で保持。保持部から給電する。：JEL 801（注） 適  合

R4口金、G13形状のピンで機械的保持。保持部からは給電しない。：JEL 802 適  合

その他専用口金（従来の蛍光ランプが取り付かない口金） 適  合

GZ16口金で保持。保持部から給電する。：JEL 803 適  合

※既設の蛍光灯器具を直管LEDランプ用器具に改造する行為は、電気用品安全法の対象外であるが、注意が必要。　※適合品にはPSEマークがついています。

1979年来変わっていなかったJIS基準が2010年に約30年ぶりに見直されました。
作業や活動の内容に応じ照度だけでなく色の見え方やまぶしさ抑制についても
基準が決められています。部屋全体の平均照度に適用されていた推奨照度が、作
業域に対して適用される考え方に変化しています。

押さえておきたい照明の新常識

快適
照明をカエル

●JIS基準が変わりました

照度基準から照明基準へ

JIS Z 9110照度基準（1979年）

快適性の飛躍的向上
照明を替えるだけで環境が一変します。
用途・目的にあった照明器具で好みの
快適なあかり環境が実現できます。

照明手法による省エネ
省エネにつながる新たなスタイルが提案されています。

調光・調色制御
人間の活動、行動パターンや一
日の時間、四季の流れに合わせ
て光環境を演出。「光」をコント
ロールすることで、来社したお客
様の“いごこちの良さ”を維持し
ながら、節電を実現します。
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（注）平成25年4月22日にJEL 801をベースにしたJIS規格JIS C 8159-1が、
   平成25年12月20日にJIS C 8159-2が公示されました。

給電端子側

G13口金

R4口金 GZ16口金
給電端子側

GX16t-5口金

●汎用性が高い
●作業場所を移動しても影響が少ない

全般照明

750lx

●作業形態の多様化に対応できる
●時間的な変化にきめ細かく対応（省エネ）
●効率的な照度の確保（高齢化対応）

タスク・アンビエント照明

300lx

750lx

部屋全体が
均一に
同じ明るさ

必要な
部分だけを
明るくする

光源の省エネだけでなく明るさセンサや人感センサを使った省エネ 、
全体を平均的に明るくする従来の照明手法から作業する場所（作業域）
を必要な明るさにする照明手法（タスク・アンビエント）など、更に省エネ
が図れる新しい照明のスタイルが出てきています。

※タスク・アンビエント照明とはTask（作業） and Ambient（周囲） Lighting（照明）の日本語訳
です。それぞれ別々に設備された照明のことを意味します。

エントランスにおける調色制御パターン例 昼間は外から来られたお客様が暗く感じないように明るく設定しておき、夜間は外も暗く、来客も少ないため照度を下げて節電を実施。
※一日の照明変化イメージ（冬）

「お疲れさまでした」の
和やかな光

「一日頑張りましょう」
の快活な光

出社前は最低限の
あかりで節電

昼をピークに夜間に向けて
段 と々照度を落としていく

来社するお客様が少ない午前は照度を下げておき
節電、日光の光に比例して段 と々照度を上げていく

調光・調色の考え方

人間の活動パターンを考慮して、一日の時間の
流れで光環境をコントロール。「光」をコントロール
することで、「いごこち」の良い空間をつくります。

調光・調色することで照度を下げ、来社した
お客様の“いごこちの良さ”を維持しながら、
節電を実現します。

人間の行動パターンに合わせて、一日の時間の流
れを調光・調色で演出し、さらに四季折々の日の
出と日の入りの時間に合わせて、季節感を演出。

1人間の一日の活動パターンに合わせて光を
コントロール、いごこちの良い空間を演出。

2時間帯に応じて調光、かしこく節電。
“心地よさ”と“エコ”の両立。

312+季節の変化に合わせて、
季節感を演出。
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段 と々照度を落としていく

来社するお客様が少ない午前は
照度を下げておき節電、日光の光に
比例して段 と々照度を上げていく
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